
 

 

４  パニパニスクール・お知らせ 

「
今
日
は
雨
の
番
」 

 

梅
雨
の
日
は 

い
つ
も
ゆ
う
う
つ
に
な
る 

気
分
が
上
が
ら
な
い 

 

学
校
に
来
る
と 

い
つ
も
よ
り
教
室
が 

静
ま
り
返
っ
て
い
る 

 

い
つ
も
は
聞
こ
え
る 

お
し
ゃ
べ
り
の
声 

チ
ョ
ー
ク
の
音 

誰
か
が
ペ
ン
を
落
と
し
た
音 

 

今
日
は
降
り
続
く
雨
の
音
に 

か
き
消
さ
れ
る 

 

と
う
突
に
鳴
る 

い
す
を
引
く
音 

 

ま
る
で 

「
い
い
か
げ
ん
や
ん
で
く
れ
な
い
か
」 

と
言
っ
て
い
る
よ
う
だ 

 

そ
ん
な
事
を
気
に
も
止
め
な
い
雨
は 

強
く
降
る 

今
よ
り
も
ず
っ
と 

 

今
日
は
雨
の
番 

雨
が
音
を
奏
で
る
番 

チ
ョ
ー
ク
の
音
も 

お
し
ゃ
べ
り
も 

ペ
ン
を
落
と
す
音
も 

雨
が
す
べ
て 

奏
で
る
番 

第１７回神のバトン賞 狩俣中学校 平良りんさん受賞 
沖縄県内の小中高校生を対象にした詩のコンクール「第１７回神のバ

トン賞」（琉球新報社主催）は、県出身の詩人・山之口貘の生誕１００年

を記念し、未来の詩人誕生への期待を込めて２００３年に創設されまし

た。狩俣中学校の３年生平良さんが中学生の部の最高賞にあたる「神のバ

トン賞」に選ばれ、７月28日に那覇市泉崎の琉球新報社で開かれた表彰式

に参加しました。 

平良さんは、学業はもちろん、陸上や部活にも熱心に取り組む努力家

です。今回の受賞を受けて、「驚きました。梅雨の時期に、授業で俳句を

創作し、それを詩に広げました。授業で習った表現技法に工夫を凝らして

作ってみました。これを機会に詩を書き続けていきたいと思います。」と

感想を述べています。 

 地域に見守られ、家庭で育てられ、学校で磨かれた感性を詩として素直

に表現できたことが今回の受賞につながりました。  

オープニングセレモニー 

 日時：10月25日(金)10時～ 

 場所：JTAドーム宮古島 

児童・生徒の部 
【展示部門】 

 ●書道 ●美術 ●文芸  

 ●工作 ●自由研究  

 日時：10月25日(金)～27日（日）  

 10時～18時（最終日は17時終了） 

 場所：JTAドーム宮古島 
  

【発表部門】 

 ●音楽祭 

 日時：11月9日(土) 15時  

 場所：マティダ市民劇場 

 ●郷土のお話大会 

 日時：11月30日(土)   

 場所：調整中  

一般の部 

【展示部門】 

 ●書道 ●美術 ●文芸 ●華道 ●茶道  

●生活文化 ●写真 ●盆栽 ●園芸 

●織物 ●方言 ●工芸 ●ガイア・アート 

 日時：10月25日(金)～27日（日）  

 10時～18時（最終日は17時終了）  

 場所：JTAドーム宮古島 
  

【 】 

 ●城辺地区史跡めぐり 

 日時：11月3日(日) 9時～15時  

 集合場所： 調整中 
  

【舞台部門】 

 ●音楽祭 

 日時：10月13日(日)  

 開場13時30分/開演14時  

 場所：マティダ市民劇場 入場料500円 

 ●芸能祭 
 日時：12月22日（日）  

 開場17時30分/開演18時 

 場所：マティダ市民劇場 入場料500円 

 ●芸術劇場 

 日時：令和2年1月19日（日）  

 場所：マティダ市民劇場  

 開演17時30分 

 入場料：調整中 

第14回 

宮古島市民 

総合文化祭 
第25回宮古地区 
中学校総合文化祭 

児童･生徒の部 表彰式 

 日時：12月21日（土） 13時30分 

 場所：未来創造センター 大ホール 

博物館より 

臨時休館の 

お知らせ 

 館内燻 蒸
くんじょう

及び館内清掃のため、   
９月１０日（火）、１１日（水）、１８日
（水）、２５日（水）は臨時休館いたしま
す。毎週月曜日は、通常どおり休館日とな
ります。 

燻蒸作業の様子 



 

 

５ 海・山体験交流事業（岐阜県白川町） 

海・山体験交流事業 
 今年度は、８月１日（木）～３日（土）の

日程で岐阜県白川町より児童１５名・引

率５名が来島しました。 

８／２（金） 

 二日目は、下地地区の児童と交流を行いました。すぐに打ち解け、貝殻を

使った工作や博物館見学、伊良部島・来間島観光を行ったほか、前浜ビーチ

での海水浴では波に乗り大はしゃぎの様子でした。その後、公民館での平和

学習、おいしいBBQ、三線ライブと楽しいひとときを過ごしました。 

８／３（土） 

 最終日には、地下ダム資料館で宮古島の地下ダムの仕組みを学習した

り、東平安名崎の灯台で３６０度の大パノラマを満喫したりしました。そ

の後、交流事業の全日程を終了し、帰路となりました。 

8／１（木） 

 初日は長濱副市長を表敬訪問し、宮古島の

産業・観光・自然について質疑応答を行いま

した。 

岐阜県白川町／宮古島市（下地地区） 

 児童が歴史・文化・産業・自然など生活環境の異なる他県を実際に見聞きし、さまざまな体験をとおして、広い知

識と豊かな情報を育成するとともに、家族と離れ集団生活をすることにより、家族の大切さ、自主性、協調性や思

いやりの心を身につけ、資質向上を図るなどを目的とし、平成１５年から行われている事業です。 

空港での歓迎式 

白川町児童 副市長表敬 

前浜ビーチ 海水浴 

工作 フォトフレーム製作 

地下ダム資料館 

伊良部島 通り池 

BBQ 

東平安名崎 

平和学習 



 

 

６   連載 文化財を巡る・お知らせ 

 第３回 宮古島文学賞 

応募作品 短編小説 テーマ「島」 

応募期間 令和元年10月1日(火)～31日(木) 

応募資格 不問 
応募条件 
 純文学・児童文学・推理・歴史・SF等 
 ジャンルは問いません。  
 日本語で書かれ、未発表のオリジナル作品。 
 他団体の作品募集等との重複応募は 
 出来ません。 
 あらすじを200字以内にまとめて作品に 
 添付してください。  

お問い合わせ先 

 一般社団法人 宮古島市文化協会事務局 

  TEL/FAX 76-6708 

  Mail：bunkakyo@miyako-ma.jp 

対 象 ： 平成１１年４月２日～平成１２年４月１日生まれ 

会 場 ： 宮古島市文化ホール（マティダ市民劇場） 

主 催 ： 宮古島市  宮古島市教育委員会  

  

  【お問い合わせ】  

  宮古島市教育委員会 生涯学習振興課 

  ＴＥＬ ７７-４９４６   ＦＡＸ ７７ー４９５７ 

開 催 日 １月５日（日） 
開 場 １３：３０  開 会 １４：００ 

   ２０２０年（令和２年）  

  宮古島市成人式 

連
載 

文
化
財
を

巡
る 

 

 No.３９ 

旧
西
中
共
同
製
糖
場
煙
突
の
補
修
工
事
と 

 

ボ
イ
ラ
ー
遺
構
の
発
見 

 

七
月
十
一
日
の
地
元
二
紙
の
一
面
で
、

旧
西
中
共
同
製
糖
場
に
お
い
て
ボ
イ
ラ
ー

遺
構
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
ま

し
た
。 

 

旧
西
中
共
同
製
糖
場
は
、
一
九
四
二
年

に
設
立
さ
れ
、
二
～
三
回
の
操
業
の
後
、

旧
日
本
軍
の
強
制
接
収
を
受
け
操
業
停
止

に
追
い
込
ま
れ
、
戦
後
も
使
用
さ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
九
六
〇
年

頃
、
地
域
生
活
環
境
の
安
全
確
保
の
た

め
、
戦
時
中
に
受
け
た
弾
痕
に
よ
り
損
傷

の
激
し
い
煙
突
を
撤
去
す
る
動
き
が
あ
り

ま
し
た
が
、
工
場
設
立
に
苦
心
し
た
中
村

清
一
郎
の
業
績
の
記
念
の
一
つ
と
し
て
末

永
く
保
存
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

 

旧
西
中
共
同
製
糖
場
跡
は
、
宮
古
島
の

基
幹
産
業
で
あ
る
製
糖
業
を
象
徴
し
、
沖

縄
県
内
で
も
希
少
な
昭
和
前
期
の
製
糖
工

場
の
遺
構
と
の
評
価
を
受
け
て
、
平
成
二

五
年
六
月
に
「
旧
西
中
共
同
製
糖
場
煙

突
」
と
し
て
国
登
録
有
形
文
化
財
（
建
造

物
）
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

二
九
年
十
一
月
二
二
日
に
は
「
旧
西
中
製

糖
場
跡
」
と
し
て
宮
古
島
市
の
史
跡
に
も

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
修
復
工
事
前
ま
で

は
、
二
本
あ
っ
た
内
の
煙
突
の
一
本
と
、

隣
接
す
る
ボ
イ
ラ
ー
冷
却
用
の
貯
水
槽
を

残
す
の
み
で
し
た
。 

 

今
回
新
た
に
見
つ
か
っ
た
ボ
イ
ラ
ー
遺

構
は
、
煙
突
の
修
復
工
事
の
た
め
の
足
場

の
設
置
に
伴
い
、
煙
突
周
辺
の
土
地
を
整

地
し
た
際
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
発
見
前

に
は
土
砂
に
埋
ま
っ
た
状
態
で
、
こ
れ
ま

で
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。 

 
ボ
イ
ラ
ー
遺
構
は
、
煙
突
の
南
側
か
ら

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
煙
突
同
様
の
煉
瓦
を

用
い
て
構
築
さ
れ
て
お
り
、
長
軸
と
な
る

南
西
‐
北
東
方
向
に
五
．
七
㍍
、
短
軸
の

北
西-

南
東
方
向
に
三
．
一
㍍
の
長
方
形

型
を
呈
し
て
い
ま
す
。
ボ
イ
ラ
ー
遺
構
の

中
心
部
は
四
．
八
㍍×
一
．
四
㍍
の
長
方

形
型
に
凹
ん
だ
状
態
に
な
っ
て
お
り
、
こ

の
部
分
に
ボ
イ
ラ
ー
を
設
置
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
ボ
イ
ラ
ー
遺
構
の

周
辺
部
に
は
、
基
礎
と
な
る
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
敷
い
て
い
る
状
況
が
み
て
と
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
部
分
的
で
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
ボ
イ
ラ
ー
遺
構
を
囲
う
よ
う
に

し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
当
時
の
状
況
を
う
か
が
い
知
る

こ
と
の
で
き
る
写
真
に
は
、
煙
突
に
隣
接

し
て
建
物
が
設
置
さ
れ
て
い
る
状
況
が
み

て
と
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
ボ
イ
ラ
ー
遺
構

は
、
建
物
内
に
位
置
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
壁
は
そ
の
建
物
遺
構
に
伴
う
も
の
で
あ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
こ
の
ボ
イ
ラ
ー
遺
構
か
ら
煙

突
に
む
け
て
、
直
進
し
て
湾
曲
す
る
形
で

煙
道
が
の
び
て
、
煙
突
と
接
合
し
て
い
ま

す
。
こ
の
煙
道
部
分
も
煉
瓦
で
構
築
さ
れ

て
い
ま
す
。
ボ
イ
ラ
ー
遺
構
と
煙
道
部
分

は
い
ず
れ
も
上
部
構
造
は
失
わ
れ
て
い
る

た
め
、
ほ
ぼ
基
盤
の
部
分
の
み
を
確
認
す

る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
。 

 

県
内
で
、
こ
の
よ
う
な
煙
突
が
残
さ
れ

て
い
る
の
は
、
宮
古
島
市
の
他
に
、
う
る

ま
市
と
八
重
瀬
町
に
そ
れ
ぞ
れ
一
基
が
確

認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

今
回
の
よ
う
に
、
煙
突
と
、
冷
却
用
の
貯

水
槽
、
ボ
イ
ラ
ー
遺
構
が
あ
わ
せ
て
確
認

さ
れ
た
事
例
は
、
今
回
の
宮
古
島
市
の
事

例
の
み
で
、
貴
重
な
発
見
と
な
り
ま
し

た
。 

     
 

 


